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　東日本大震災から１ヵ月余り。もともと医師不足などの問題に苦

慮してきた東北地方沿岸剖は、大津波で多≪の医師や医療機関が被=:……=:

災し、地域の医療が崩壊の危機にさらされで=いる。時間の経過とと①

もに増す在宅診療の重要性。避難所や拠点病院で不調を訴える患者………・
は
生
　
　
　
１
　
　
ｊ
　
　
；
　
　
で
在
宅
患
者
の
確
認
を
急
ぐ
体
調
を
崩
す
な
ど
し
て
、
円

　
　
一
　
　
　
「
被
災
後
数
日
で
、
毎
日
が
、
市
側
は
「
ど
こ
に
ど
う
科
系
の
日
常
的
な
診
療
が
必

　
　
　
　
　
し
て
い
た
高
血
圧
の
薬
い
う
症
状
の
人
が
い
る
か
実
装
な
高
齢
者
ら
へ
の
医
療

　
　
　
ｔ

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
。
態
を
つ
か
み
き
れ
な
い
」
。
だ
。

ノ
　
　
　
ー
津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
が
出
釜
石
医
師
会
災
害
対
策
本
部
　
現
状
に
即
し
た
対
応
を
し

　
／
・
‐
‐
･
た
岩
手
県
釜
石
市
。
半
壊
し
の
寺
田
尚
弘
本
部
長
は
「
在
よ
う
と
横
山
医
師
は
３
月
下

　
　
　
一
た
知
人
宅
で
避
難
生
活
を
送
宅
の
″
医
療
難
民
″
に
気
付
旬
、
医
師
会
の
派
遣
で
松
山

　
　
　
　
二
Ｉ
る
高
村
幸
男
さ
ん
（
7
0
）
の
表

　
　
　
　
　
情
が
曇
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
診
療
や
医
薬
品
の
情
報
が

　
　
　
　
　
入
ら
ず
、
か
か
り
つ
け
医
の

二

Ｉ
訪
問
も
な
い
日
々
「
自
分

　
　
　
　
・
　
か
ら
勤
く
し
か
な
い
」
。
重

　
　
　
　
‐
‐
い
体
を
引
き
ず
っ
て
徒
歩
で

　
　
　
　
・
山
を
越
え
「
赤
十
字
」
の
マ

　
　
　
　
　
ー
ク
を
探
し
て
市
内
を
さ
ま

　
　
　
　
　
よ
っ
た
こ
と
も
。
「
緊
急
時

　
　
　
　
一
一
ま
Ｄ
ご
詮
腰
升
夏
を
ま
士
な

気仙沼在宅支援プロジェクト

実ﾉ態把鮮に＼削合体苦悩ﾉ……こj==j

れ

市
か
ら
現
地
入
り
し
た
在
宅

専
門
医
の
永
井
康
徳
さ
ん

（
4
5
）
に
協
力
を
依
頼
し
「
気
握
に
努
め
た
。

仙
沼
在
宅
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。

新
た
な
モ
デ
ル
に

隊
」
と
銘
打
っ
て
往
診
を
開

始
。
２
週
間
で
在
宅
患
者
5
0

人
以
上
を
拒
り
・
起
こ
し
た
。

　
在
宅
医
療
を
専
門
と
す
る
　
　
「
停
電
で
介
護
用
ベ
ッ
ド
　
　
「
も
と
も
と
こ
の
地
域
は

医
師
と
看
護
師
、
保
健
師
ら
が
動
か
ず
、
同
じ
姿
勢
の
ま
医
療
過
疎
に
な
っ
て
い
た
。

７
人
で
ス
タ
ー
ト
。
沿
岸
の
ま
で
い
た
お
年
寄
り
が
床
擦
在
宅
医
療
に
適
し
た
患
者
へ

診
療
所
や
役
所
が
被
災
し
て
れ
を
起
こ
し
て
い
る
」
　
「
寝
の
ケ
ア
が
不
足
し
て
い
た
の

患
者
の
記
録
が
な
い
た
め
、
た
き
り
で
食
事
も
取
れ
ず
、
で
は
な
い
か
」
と
永
井
さ
ん
。

保
健
郎
が
急
き
ょ
調
査
票
を
脱
水
症
状
に
な
っ
た
」
。
調
支
援
隊
に
は
歯
科
医
や
栄
養

作
成
。
市
内
に
残
る
家
庭
を
査
の
結
果
、
在
宅
患
者
の
厳
士
、
理
学
療
法
士
ら
も
加
わ

個
別
に
訪
れ
、
高
齢
者
ら
の
し
い
現
実
が
次
々
に
浮
き
彫
り
、
最
大
約
4
0
人
ま
で
増
え

ニ
ー
ズ
の
聞
き
取
り
や
療
養
り
に
。
医
師
と
看
護
師
が
ぺ
た
。
「
診
療
所
が
流
失
し
て

環
境
、
治
療
の
緊
急
度
の
把
ア
に
な
り
「
巡
回
療
養
支
援
も
、
在
宅
専
門
な
ら
事
務
室

ブ
　
　
ー
つ
で
可
能
。
在
宅
医
療
が

　
　
　
運
す
れ
ば
、
ヘ
ル
パ
ー
な

　
　
　
介
護
開
運
産
業
も
で
き
る

　
　
　
、
地
域
復
興
に
貢
献
で
き

　
　
　
。
被
災
地
医
療
の
新
た
な

Ｗ
づ

デ
ル
に
な
る
」

‰
］
　
永
井
さ
ん
ら
は
、
半
年
後
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